
　

競
舟
の
元
祖
は
「
ペ
ー
ロ
ン
」
と
言

わ
れ
て
お
り
、
そ
の
起
源
は
紀
元
前

３
０
０
年
頃
の
中
国
の
戦
国
時
代
ま
で

さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
文
人
政
治
家
の

屈く
つ
げ
ん原
は
、
楚
国
の
王
で
あ
る
懐か

い
お
う王
を
助

け
、
善
政
を
敷
い
て
い
た
人
物
。
し
か

し
懐
王
が
裏
切
ら
れ
、
敵
国
に
捕
ら
え

ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
屈
原
は
楚
の
国

運
を
な
げ
き
、
汨べ

き
ら羅

（
湖
南
省
を
流
れ

る
川
）
に
身
を
投
じ
ま
し
た
。
人
々
は

屈
原
の
死
を
悲
し
み
、
龍
舟
を
浮
か
べ
、

そ
の
霊
を
な
ぐ
さ
め
ま
し
た
。

　

こ
の
追
悼
の
儀
式
が
や
が
て
龍
舟
を

漕
ぎ
、
速
さ
を
競
い
合
う
行
事
と
し
て

定
着
し
て
い
っ
た
の
が
「
ペ
ー
ロ
ン
」

の
起
源
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ペ
ー
ロ
ン
が
日
本
へ
伝
来
し
た
の
は

１
６
５
５
年
で
、「
飛フ

ェ
イ
ロ
ン龍」
や
「
白パ

イ
ロ
ン竜
」

な
ど
の
中
国
語
の
な
ま
り
が
語
源
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
競
舟
の
歴
史
も
古
く
、
大
泊

地
区
の
競
舟
は
江
戸
時
代
末
か
ら
行
わ

れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
木
材
な
ど
を

帆は
ん
せ
ん船
で
福
岡
な
ど
へ
運
ん
だ
と
き
に
、

帰
り
に
立
ち
寄
っ
た
長
崎
で
見
た
ペ
ー

ロ
ン
競
漕
を
持
ち
込
ん
で
、
漁
の
帰
り

の
網
舟
同
士
の
競
い
合
い
や
縄
張
り
争

い
の
た
め
に
競
漕
さ
せ
た
の
が
始
ま
り

だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
41
年
８
月
の
公
民
館
報
に
は

『
盆
は
競
舟
と
共
に
や
っ
て
く
る
と
言

う
の
が
百
五
十
年
も
培
わ
れ
た
町
民
感

情
で
あ
る
』
と
、
当
時
の
齊
藤
亀
齢
町

長
が
記
し
て
い
ま
す
。
現
在
か
ら
数
え

る
と
、
２
０
０
年
近
い
歴
史
が
あ
る
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
本
町
の
競
舟

の
歴
史
は
、
九
州
で
は
長
崎
に
次
い
で

２
番
目
に
長
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　

本
町
で
の
競
舟
は
、
昭
和
39
年
ま
で

は
大
泊
地
区
と
赤
崎
地
区
の
盆
の
地
区

行
事
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
海
岸
で
開

か
れ
て
い
ま
し
た
。
海
浜
地
区
の
若
者

が
主
役
と
な
り
、
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て

い
た
そ
う
で
す
。
当
時
は
、
木
製
の
舟

に
漕
ぎ
手
20
人
と
艇
長
・
鐘
打
ち
・
舵

と
り
が
各
１
人
の
計
23
人
が
乗
っ
て
い

ま
し
た
。

　

大
泊
地
区
の
大
会
で
は
、
舛ま

す
ど斗

（
水

俣
の
京
泊
付
近
）
か
ら
大
泊
漁
港
ま
で

の
１
０
０
０
㍍
が
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
地
区
が
持
つ
舟
に
は
名
前
が

つ
け
ら
れ
て
い
て
、
大
泊
地
区
が
「
海

龍
」、
日
当
地
区
が
「
天
竜
」、
日
添
地

区
が
「
朝
日
」。
現
在
、
町
で
活
躍
す

る
海
龍
チ
ー
ム
は
、
こ
の
大
泊
地
区
の

舟
の
名
前
が
由
来
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
末
か
ら
約
１
５
０
年
間
続

い
て
い
た
競
舟
大
会
は
、
若
者
の
減
少

に
よ
る
漕
ぎ
手
不
足
と
舟
の
老
朽
化
が

原
因
で
昭
和
40
年
に
一
時
中
断
し
て
し

ま
い
ま
す
。
大
会
中
断
を
受
け
、
青
年

た
ち
を
は
じ
め
町
民
か
ら
競
舟
復
活
を

叫
ぶ
声
が
大
き
く
上
が
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
町
が
舟
を
造
り
、
23
人
乗
り
だ
っ

た
の
を
15
人
乗
り
に
す
る
こ
と
で
、
翌

年
の
昭
和
41
年
に
は
町
の
行
事
と
し
て

復
活
を
遂
げ
ま
し
た
。
こ
れ
が
第
１
回

大
会
と
し
て
開
催
さ
れ
、
一
般
の
部
に

11
チ
ー
ム
、
中
学
生
の
部
に
６
チ
ー
ム
、

計
17
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。
当
時
、

ペ
ー
ロ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
た
の

は
本
町
を
入
れ
て
全
国
で
も
２
つ
だ
け
。

そ
の
た
め
メ
デ
ィ
ア
で
も
大
き
く
取
り

上
げ
ら
れ
、
会
場
は
多
く
の
人
で
に
ぎ

わ
っ
た
そ
う
で
す
。

当
初
は
、
舛
斗
方
面
か
ら
大
泊
漁
港

ま
で
の
５
０
０
㍍
の
直
線
コ
ー
ス
で
し

た
が
、
干
拓
堤
防
が
整
備
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
平
成
６
年
の
第
29
回
大
会
か
ら

は
現
在
の
場
所
で
開
催
さ
れ
る
よ
う

に
。
平
成
29
年
か
ら
は
悪
天
候
や
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
中
止
が
続
い
て
い
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
つ
つ
あ
る
こ
と

や
天
候
に
恵
ま
れ
、
７
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

受け継がれてきた伝統̶

　私が競舟を始めたのは第二次世界大戦から
帰還した後の20歳手前くらいからでした。当
時から練習はとても厳しく、漕ぎ方の研究や
息を合わせて漕ぐことを必死に練習。人一倍
負けず嫌いで中途半端なことが嫌いだった私
は、この厳しい練習が好きでした。練習でも
本番でも息を合わせるため声高らかに掛け声
を出し、力いっぱい舟を漕いだことを今でも
覚えています。時には仲間とぶつかることも
ありました。一生懸命取り組んでいたからこ

そ、本番で勝ったときはとてもうれしかったし、
負けた時は悔しくてかなり落ち込みました。
勝てば来年も勝つぞと意気込み、負ければ次
は必ず勝つと決心し、結果はどうであれ次の
競舟へのモチベーションに繋がっていました。
　舟を漕がなくなった今でも競舟の鐘の音を
聞くと当時のことを思い出し、懐かしさととも
にことしもお盆の時期になったと感じます。町
の伝統行事である競舟大会がこれからも受け
継がれていくことを願っています。

変わらない鐘の音が盆の到来と思い出を運んでくる̶
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新立 和市さん（大泊）

競
舟
の
起
源

昭
和
39
年
以
前

　
大
泊
地
区
と
赤
崎
地
区
の
お
盆
の
地
区
行
事

　
と
し
て
開
催

昭
和
40
年

　
漕
ぎ
手
不
足
と
舟
の
老
朽
化
で
中
止

昭
和
41
年

　
町
行
事
と
し
て
第
１
回
競
舟
大
会
を
大
泊
漁

　
協
前
で
開
催
。
舟
が
町
で
造
ら
れ
、
23
人
乗

　
り
か
ら
15
人
乗
り
へ
と
変
わ
る

　
５
０
０
㍍
コ
ー
ス
で
競
漕

昭
和
56
年

　
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
津
奈
木
海
洋
セ
ン
タ
ー
竣
工
記

　
念
競
舟
大
会

昭
和
63
年

　
干
拓
か
ら
も
見
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
コ
ー

　
ス
の
軽
微
な
変
更

平
成
元
年

　
合
串
漁
港
修
築
落
成
記
念
大
会
と
し
て
、
平

　
国
漁
港
で
開
催
。
こ
の
と
き
は
４
０
０
㍍
の

　
コ
ー
ス
で
競
わ
れ
た

平
成
３
年

　

舟
が
木
製
か
ら
Ｆ
Ｒ
Ｐ
（
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
）
製
と
な
る

平
成
４
年

　
舟
が
15
人
乗
り
か
ら
13
人
乗
り
へ
と
変
わ
る

平
成
６
年

　
会
場
が
大
泊
漁
協
前
か
ら
干
拓
堤
防
へ

コ
ー
ス
が
５
０
０
㍍
か
ら
４
０
０
㍍
へ
変
わ
る

平
成
9
年

　
試
合
形
式
の
変
更

　

旧
：
各
チ
ー
ム
３
回
出
場
し
、
各
回
の
得
点

の
合
計
で
順
位
を
決
定

　
新
：
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
順
位
を
決
定

平
成
26
年

　
４
０
０
㍍
コ
ー
ス
か
ら
３
０
０
㍍
コ
ー
ス
へ

平
成
28
年

　
う
た
せ
舟
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
漁
船
か
ら

　
の
ス
タ
ー
ト
に
変
わ
る

津奈木町競舟史

昭和 54 年の競舟大会。多くの人でに
ぎわう大泊漁港

昭和 36 年頃の木製の競舟。当時は1艇
に20人以上が乗っていました

平成 27年まではうたせ舟からスタートを
していました

日
本
、
そ
し
て
津
奈
木
へ
の
伝
来

　　【特集】津奈木の海に響く鐘の音

海
浜
地
区
行
事
と
し
て
の
競
舟

町
行
事
と
し
て
の
競
舟

　　　　　　　今では津奈木の夏の風物詩とも言える競舟大会。
そんな競舟はどのようにして始まり、どんな歴史を歩んできたのか。
　　　競舟のルーツと現在までの移り変わりについて迫ります。


